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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
宣伝広告兼用割引券の裏側に、切断面側から数ミリ巾の糊付部と糊付部の後の非糊付部に
ミシン目等の切断部を有し、切断面と糊付部の間および糊付部と切断部との間に若干の逃
げとしての非糊付部をつくることを特徴とするレジスター用レシート。
【請求項２】
宣伝広告主によって制作されたオリジナルカレンダーにレシートを一日のスペースに貼り
付けることができる仕様になっていることを特徴とする請求項1のレジスター用レシート
。
【請求項３】
売出日、商品名、価格、割引率等を標記し、そのデータをレジスターのリーダで読み取る
ことのできる情報コードを有することを特徴とする請求項1のレジスター用レシート。
【請求項４】
将来の広告からさらにディスカウントすることを予告することを特徴とする請求項1のレ
ジスター用レシート。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、レジスター用レシートに関する。
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【背景技術】
【０００２】
従来のレジスター用レシート（以下、レシート）は、領収書、宣伝広告兼用割引券（以下
、割引券）の役割を果たしている。家計簿に領収書を貼り付けて保管しようとする場合、
糊で貼り付けなければならない。一方、宣伝広告の役割を持ちながらも、売出日を確実に
記憶させておく手段に乏しいため、売出日が過ぎ去ってしまい、割引券として使えないと
いうことが多かった。
【０００３】
この改善策として、レシートの裏面に糊付部をつくり、水糊式または圧着式で家計簿に貼
り付ける。領収書のデータをリーダで読み取り、パソコン内の家計簿に落とし込むシステ
ムを用意する。割引券は、レシートの裏面の天部分に糊付部をつくり、カレンダーに貼り
付ける。割引券のデータをリーダで読み取り、パソコン内のカレンダーに落とし込むシス
テムを用意する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
この発明は、家計簿をつけるに際して、レシートをアナログ、デジタルの両環境に対応で
きるものであり、レシートと同時に受け取ることがある割引券に対してもアナログ、デジ
タルの両環境においても、消費者のメリットを最大限に享受できるように対応できるよう
にしたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記課題を解決するためには、アナログ、デジタル両環境に区分する。
【０００６】
アナログ環境下においては、レシートに工夫をつくる。領収書としてのレシートは、家計
簿に貼り付けることを考慮して、レシートの巾方向に印字面の裏側に複数ヶ所、少なくと
も領収書明細の印字面の裏側の上下の中央に数ミリ巾の糊付部と印字面の天地にミシン目
等の切断部をつくる。
【０００７】
割引券の裏側に、切断面側から数ミリ巾の糊付部と糊付部の後の非糊付部にミシン目等の
切断部をつくり、市販カレンダーおよび宣伝広告主によって制作されたオリジナルカレン
ダーに貼り付けて売出日の確認が可能な状態にしておく。
【０００８】
デジタル環境下においては、レシートの情報コードに工夫をつくる。領収書としてのレシ
ートは、そのデータをパソコン等の記憶装置内の家計簿フォーマットに日付、店名、項目
、商品名、価格、割引率等を自動的に落とし込むことを目的にするため、領収書データを
バーコードやQRコード等で表現し、それをリーダで読み取る。
【０００９】
割引券のデータをバーコードやQRコード等で表現し、それをリーダで読み取り、パソコン
等の記憶装置内のカレンダーフォーマットに落とし込む。
【００１０】
携帯電話等の端末機器のバーコードやQRコード等の読み取り機能を利用し、読み取ったデ
ータを自動転送し、パソコン等の記憶装置内の家計簿およびカレンダーフォーマットに落
とし込むことができる。つまり、携帯電話等の端末機器に特定のメールアドレスへの自動
転送機能を付加して設定しておき、記憶装置内では家計簿および割引券のデータに関する
メールであると認識してそれぞれのフォーマットに落とし込まれていくこととなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
割引券が、有効期限である売出日を過ぎてしまう、折角集めていたにも関わらず紛失して
しまう等の障害が多い。それを防止するために、割引券の裏側に、切断面側から数ミリ巾
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の糊付部と糊付部の後の非糊付部のできるだけ糊付部に接近した位置に切り取り用のミシ
ン目等の切断部をつくる。糊付部はレジスターで割引券を印字する際に糊を印刷して付着
させるものである。また、次のレシートのスムーズな印字と出力をおこなうために、切断
面と糊付部の間に数ミリの逃げとしての非糊付部をつくる。割引券を貼り付けて、再度切
り離しやすいように糊付部と切断部との間に数ミリの逃げとしての非糊付部をつくる。
【００１２】
割引券は、分かりやすく、紛失しないようにカレンダーに貼り付ける。通常有効期限であ
る売出日の近辺に貼り付け、使用する際は、切断部を切り離す。スーパーマーケット、百
貨店、コンビニ等の売り手サイドでこのような利用方法を前提としたオリジナルカレンダ
ーを消費者に予め提供し、カレンダーの日付枠の中に貼り付けられる仕様にする。割引券
の標記は、オリジナルカレンダーの日付の文字の級数と体裁を合わせるようにする。
【００１３】
割引券は、さらに消費者にメリットを与えるという意味で将来の安売りチラシのディスカ
ウント価格から割引する手法にも有効である。
【００１４】
割引券をデジタル上で管理しようとする場合、割引券のある部分に情報コードであるバー
コード、QRコード等を印字し、それをリーダで読み取ることでその売出日、商品名、価格
、割引率等をパソコン等の記憶装置用のカレンダーに自動的に落とし込むようにする。
【００１５】
携帯電話等の端末機器の読み取り機能を利用し、読み取ったデータは自動的に予め特定し
てあるメールアドレスのパソコン等の記憶装置に自動的に転送され、カレンダーに落とし
込まれるように設定しておく。
【００１６】
家計簿に領収書をもとに、手書きで転記し、または、領収書自体を貼り付けることがある
。後者を想定し、領収書の裏面に複数ヶ所、巾方向に数ミリ巾の糊付部をつくるものであ
る。少なくとも領収書明細の日付、販売者、購入商品、価格、合計金額のみが印字された
印字面の裏側の上下の中央に数ミリ巾の糊付部をつくる。家計簿に添付するスペースを考
慮し、不要部分を切り取るために印字面の天地にミシン目を入れる。糊付部はレジスター
で領収書を印字する際に糊を上記仕様で印刷して付着させるものである
【００１７】
家計簿をデジタル上で管理しようとする場合、領収書のある部分に情報コードであるバー
コード、QRコード等を印字し、それをリーダで読み取ることでパソコン等の記憶装置内の
家計簿フォーマットに日付、販売者、項目、商品名、価格、割引率等を自動的に落とし込
むことができる。領収書が複数枚分入力された時は、自動集計し、同じ商品であれば、週
間、月間、年間等の最低価格、最高価格を表示することもできる。表示方法は、別表でグ
ラフによる表現も可能でその価格推移を表現することもできる。
【００１８】
携帯電話等の端末機器の読み取り機能を利用し、読み取ったデータは自動的に予め特定し
てあるメールアドレスのパソコン等の記憶装置に自動的に転送され、家計簿に落とし込ま
れるように設定しておく。
【実施例１】
【００１９】
図1は、割引券の構造と表裏の絵柄の一例。
【実施例２】
【００２０】
図2は、割引券をオリジナルカレンダーに貼り付けている状態。
【実施例３】
【００２１】
図3は、領収書の表裏の構造。
【産業上の利用可能性】
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【００２２】
消費者は、スーパーマーケット、百貨店、コンビニ等のレジで領収書、割引券をレシート
で受け取り、家計簿の作成および次回購入する時のディスカウントを約束される割引券を
保管し、タイムリーに使用しようとする。しかし、レシートがそれを想定した構造になっ
ていないため、消費者が有効利用するのに障害が多々あった。この障害を消費者サイドに
立ち、かつ、使いやい構造にし、レシートの持つ本来のメリットを享受させようとするも
のである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】割引券の表裏の正面図(実施例１）
【図２】割引券をオリジナルカレンダーに添付し、切り取った正面図（実施例2）
【図３】領収書の表裏の正面図（実施例3）
【符号の説明】
【００２４】
1.     
割引券の表
2.     
割引券の裏
3.     
切断面
4.     
糊付部
5.     
切断部（ミシン目）
6.     
切断面からの逃げの非糊付部
7.     
切断部（ミシン目）からの逃げの非糊付部
8.     
バーコード
9.     
QRコード
10.   オリジナルカレンダー
11.   オリジナルカレンダーに添付された割引券
12.   割引券を切り取った後の糊付部
13.   領収書明細の印字面
14.   領収書の表
15.   領収書の裏
16.   バーコード
17.   QRコード
 
 
 
 
 
 
 



(5) JP 4938897 B2 2012.5.23

【図１】
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